
凡例 科⽬区分 医療学基礎科⽬群 共通基礎科⽬群 必修専⾨科⽬群

（再掲は薄⾊表⽰） 医療学基礎科⽬群 共通基礎科⽬群 必修専⾨科⽬群

前期 後期 前期 後期

演習Ⅰ(1) 演習Ⅱ(1)

病因論(1) 医療オーガナイズ論(2) 病因論(1) 医療オーガナイズ論(2)

⼈体構造・機能概論(1) 医療訴訟論(2) ⼈体構造・機能概論(1) 医療訴訟論(2)

がん医療概論(1) がん医療概論(1)

・ 最終的に、医療を通して社会へ貢献し
たいという意欲志向性をもつ。

医学概論(1) 医療オーガナイズ論(2) 医療オーガナイズ論(2)

・ 根拠をもとに、周囲のスタッフと現場
の認識を共有し、改善に向けた共同作業を
⾏いながら、⾃⾝も組織も成⻑することが
できる。

医療オーガナイズ論(2) 医療オーガナイズ論(2)

医療政策学(2) 医療訴訟論(2) 医療訴訟論(2)

医療コミュニケーション学Ⅰ
(1)

医療分析学(2) 医療分析学(2)

医療⾏政学(2)
医療コミュニケーション学

II(2)
医療⾏政学(2)

医療コミュニケーション
学II(2)

医療経済学(2) 医療経済学(2)

社会保険労務論(2) 社会保険労務論(2)

社会保険労務論(2) 疾病管理学(2) 社会保険労務論(2) 疾病管理学(2)

医療分析学(2) 医療分析学(2)

環境保健学(2)

医療⾏政学(2) 医療⾏政学(2) 医療財務管理論(2)

医療政策学(2) 医療マーケティング論(2)

医療財政学(2) 医療経営学(2)

医療経済学(2) 医療安全管理論(2) 医療経済学(2)

医療管理学(2) 医療の質概論(2)

・ 基本的な統計学的、疫学的⼿法を⽤い
て定量することができる。

医学統計学(2) 疫学(2)

医療政策学(2) 環境保健学(2)

医療⾏政学(2) 臨床疫学(2)

医療経済学(2) 医療経営学(2)

医療財政学(2) 病院会計学(2)

社会保険労務論(2) 医療安全管理論(2)

医療管理学(2) 医療の質概論(2)

・ 医療コミュニケーションの⽬的、技
法、阻害要因、医療紛争の予防について説
明ができる。

医療コミュニケーション学Ⅰ
(1)

医療コミュニケーション学
II(2)

医療コミュニケーション学Ⅰ
(1)

演習Ⅰ(1) 演習Ⅱ(1)

医療経済学(2) 疾病管理学(2) 医療経済学(2) 疾病管理学(2)

医療コミュニケーション学
II(2)

医療コミュニケーション
学II(2)

病因論(1) 医療分析学(2) 病因論(1) 医療分析学(2)

外科学(1) 衛⽣・公衆衛⽣学(1)

内科学(1)

分⼦医学概論(1)

医学概論(1)

前期 後期 前期 後期

医療経営・管理学専攻

学修⽬標

選択専⾨科⽬群

選択専⾨科⽬群

学生の成績評価を総合的に精査する 卒業成果物研究を、共通ルーブリックに基づいて審査する

２年

医療⾏政学(2)

医療経済学(2)

医療コミュニケーション学
II(2)

病院会計学(2)

１年 ２年

アセスメント・プラン

・ 医療政策に対応した経営を実践でき
る。

Ａ．主体的な学
び・協働

C-1. 適⽤・分析

・ 医療管理の⽬的、組織管理、安全管
理、医療の質の管理、⼈事管理、財務管理
について説明ができる。

B. 知識・理解

学修⽬標

学年

１年

・ 医療経営の⽬的、経営戦略、経営組
織、事業計画、マーケテイングについて説
明ができる。

学年

・ 患者、職員が納得した医療を届けるた
めの仕組みを提案することができる。

D. 実践

・ 利害関係者の多様な利害を調整し、コ
ンセンサスを得るプロセスを担うことがで

きる。

・ 医療経営・管理に関する問題を調査
し、対策・改善を⾏うための仕組を構築で
きる。

・ 医療政策の⽬的、仕組み、関連法規、
現状の問題点について説明できる。

C-2. 評価・創造

・問題解決を組織的に⾏っていくための専
⾨的な⽅法論に基づいて、現場の問題に対
して⽬的を明確にし、具体的な対策を組み
⽴て、結果を評価し、改善することができ
る。

医療マーケティング論(2)

・医療の問題意識を常に持ち、⾃ら進んで
その問題を解決していこうという志向をも
つ。

・ 問題を論理的に現場や社会に対して伝
えることができる。

社会保険労務論(2)


